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　投票所の統合は、10数年ぶりの
見直しです。旧第10投票所の中野
公民館は、駐車場が無く、投票所
までの坂が急傾斜で、転倒の危険
性も高く、選挙管理委員会で長年
議題に上がっていました。この問
題を解消するため、地元へ統合を
お願いしました。選挙は安全に投
票することが第一です。
　投票時間の繰り上げは、不安に
思われる人もいるかと思います。
ですが、期日前投票もあります。

期日前投票は、8時30分から20時
まで役場で投票が可能です。選挙
当日に投票へ行かない人は、ぜひ
利用していただけたらと思います。
　選挙管理委員会では、時代に即
した選挙のあり方を議論して、前
向きな姿勢で審議することが大切
です。さらには、若年層の選挙参
加も改善策を図っていかなければ
いけません。選挙の一票は、まち
づくりの大切な意思が込められて
いるのですから。

期日前投票の実績

衆議院議員選挙
平成21年8月執行

各投票所の新閉鎖時間

統合となる投票所

投票区（投票所）

旧投票区（投票所） 新投票区（投票所）地区

第１投票所
（御船中体育館）

第２投票所
（滝尾小体育館）

第３投票所
（水越分館）

第４投票所
（旧七滝小体育館）

第５投票所
（七滝中央小体育館）

第６投票所
（田代東部分館）

第７投票所
（浅の藪公民館）

第８投票所
（間所公民館）

第９投票所
（北田代公民館）

第10投票所
（木倉小体育館）

第11投票所
（高木小体育館）

第12投票所
（小坂小体育館）

第10投票所
（中野公民館）

第9投票所
（北田代公民館）

中野

御船地区全域

滝尾地区全域
粒麦（水越）

水越地区
（粒麦を除く）

七滝地区全域

上野地区全域

南田代３・４区
上田代、水源

浅の藪

間所

牧の原、玉来、下山、
木戸屋、中野

木倉地区全域

高木地区全域

小坂地区全域

19時

19時

18時

18時

18時

18時

17時

16時

17時

19時

19時

19時

地区 閉鎖時間

参議院議員選挙
平成22年7月執行

町長と町議選挙
平成23年4月執行

19.36㌫
（2,132人）

21.2㌫
（2,076人）

18.6㌫
（2,154人）
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県
営
白
岩
産
業
団
地
（
辺
田
見
）
に
㈱

九
州
食
糧
（
熊
本
市
、
木
村
光
男
社
長
）

が
精
米
工
場
を
新
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

御
船
町
は
12
月
5
日
、
県
庁
で
熊
本
県
と

3
者
で
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
菓
子
食
品
卸
の
㈱
木
村
の
グ

ル
ー
プ
企
業
で
、
米
穀
の
集
荷
、
精
米
、

販
売
、
農
作
物
の
検
査
な
ど
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。
今
回
の
新
設
は
、
本
社
の
精
米

設
備
能
力
で
は
、
量
と
質
の
顧
客
供
給

ニ
ー
ズ
に
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
精

米
能
力
の
増
強
を
図
る
た
め
に
、
本
町
へ

新
工
場
の
進
出
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　

新
工
場
は
、
敷
地
面
積
約
5
千
平
方
㍍
、

延
べ
床
面
積
約
2
2
0
0
平
方
㍍
の
鉄
骨

造
2
階
建
て
。
精
米
機
や
無
洗
米
製
造
設

備
な
ど
最
新
鋭
設
備
を
導
入
し
、
年
間
約

8
千
㌧
の
生
産
能
力
と
な
り
ま
す
。

　

完
成
後
は
、
精
米
能
力
を
こ
れ
ま
で
の

4
倍
に
引
き
上
げ
て
、
小
売
店
、
消
費
者

向
け
の
商
品
供
給
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ほ

か
、
㈱
木
村
あ
ら
れ
工
場
（
甲
佐
町
）
で

使
用
す
る
原
料
の
も
ち
米
は
、
す
べ
て
新

工
場
か
ら
調
達
す
る
計
画
で
す
。
本
稼
働

は
今
年
4
月
を
予
定
し
、
地
元
か
ら
の
新

規
雇
用
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
立
地
協
定
で
、
白
岩
産
業
団
地

へ
の
進
出
企
業
は
4
社
目
。
工
業
用
地
約

4
・7
㌶
の
う
ち
、3
・5
㌶
に
企
業
立
地

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
係
で
は
、「
残
る
工
業
用
地

１
・
２
㌶
へ
の
企
業
進
出
に
向
け
て
、
誘

致
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
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落成

誘致

落 成
　

御
船
町
と
立
地
協
定
を
締
結
し
て
い
る

㈱
大
福
物
流
（
甲
佐
町
、
藤
田
章
社
長
）

の
熊
本
常
温
セ
ン
タ
ー
が
12
月
8
日
、
県

営
白
岩
産
業
団
地
（
辺
田
見
）
に
完
成
し

て
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
3
月
に
本
町
へ

進
出
。
敷
地
約
1
万
4
千
平
方
㍍
に
１
期

工
事
で
倉
庫
約
2
千
平
方
㍍
を
建
設
し

て
、6
月
か
ら
配
送
の
一
部
を
操
業
し
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
2
期
工
事
へ
着
手
し

て
、
倉
庫
と
事
務
所
約
3
千
平
方
㍍
を
増

設
。
こ
れ
で
、
延
べ
床
総
面
積
は
約
5
千

平
方
㍍
、
鉄
骨
一
部
二
階
建
て
工
事
の
す

べ
て
が
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
業
務
は
、
常
温
加
工
食
品
を
一
時

的
に
保
管
し
て
、入
出
庫
と
保
管
の
管
理
、

先
別
仕
分
け
を
倉
庫
内
で
処
理
。
取
引
先

の
ス
ー
パ
ー
、
食
品
工
場
や
飲
食
店
な
ど

へ
の
配
送
を
行
い
ま
す
。

　

式
で
藤
田
章
社
長
は
、「
当
物
流
セ
ン

タ
ー
は
、
新
し
い
物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
く
た
め
、
従
業
員
の
意
見
を
く
み

上
げ
な
が
ら
建
設
に
あ
た
っ
た
。
グ
ル
ー

プ
全
体
で
物
流
機
能
の
重
要
性
を
改
め
て

考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
本
社
と
新
し
い

セ
ン
タ
ー
で
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
係
で
は
、「
物
流
セ
ン
タ
ー

の
本
稼
働
で
、
白
岩
産
業
団
地
に
活
気
が

で
て
き
た
。
同
社
の
商
売
繁
盛
を
祈
念
し

て
、
町
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
光
永
信
一
委
員

長
）
で
は
、
衆
議
院
議
員
や
参
議
院
議
員

の
国
政
選
挙
、
熊
本
県
知
事
や
御
船
町
長

町
議
な
ど
の
地
方
選
挙
で
、
投
票
所
と
投

票
時
間
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

投
票
所
は
、
現
在
の
13
箇
所
か
ら
12

カ
所
へ
と
変
更
し
て
、
投
票
時
間
は
す

べ
て
の
投
票
所
閉
鎖
を
１
時
間
繰
り
上

げ
短
縮
し
ま
す
。
投
票
所
が
統
合
と
な

る
の
は
、
旧
第
10
投
票
所
の
中
野
公
民

館
で
、
第
9
投
票
所
の
北
田
代
公
民
館

へ
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

統
合
の
理
由
は
▼
中
野
公
民
館
周
辺
は

急
傾
斜
の
道
路
と
階
段
が
あ
り
転
倒
の
危

険
性
▼
駐
車
場
の
確
保
が
難
し
く
事
故
発

生
の
恐
れ―

を
解
消
す
る
た
め
で
す
。

　

投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
は
▼
期
日
前

投
票
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
▼

選
挙
当
日
の
閉
鎖
１
時
間
前
の
投
票
者

数
が
少
な
い
こ
と
▼
投
票
所
閉
鎖
後
に

開
票
所
へ
投
票
箱
を
送
致
す
る
時
間
的

な
問
題―

が
主
な
理
由
で
す
。

　

選
挙
で
は
、
選
挙
人
へ
い
ち
早
く
開

票
結
果
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
中
で
開
票
事
務
は
、
正

確
で
、
迅
速
な
作
業
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
選
挙
人
の
安
全

性
、
選
挙
事
務
の
効
率
性
を
重
点
に
、

検
討
し
た
結
果
の
決
定
で
す
。
平
成
24

年
の
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

誘 致

安
全
第
一
に
投
票
所
を
統
合
へ

時
代
に
即
し
た
選
挙
の
改
善
策

町選挙管理委員会　光永 信一  委員長

県庁で立地協定を結び握手を交わす、左から山本孝二町
長、木村光男社長、真崎伸一県新産業振興局長

㊤白岩産業団地に2期工
事を終え本稼働した大福物
流熊本常温センター倉庫
㊨落成式であいさつする
藤田社長


